
「となみ野公共交通フォーラム」報告 

開催日時：平成２３年６月３日(金) 18：00～20：00 

場所：砺波市出町子供歌舞伎曳山会館 

主催：砺波ロータリークラブ・南砺ロータリークラブ・井波庄川ロータリークラブ 

趣旨：２０１４年度に北陸新幹線開業を間近に控え、新高岡駅ならびに２０１２年には 

１００周年を迎える城端線（１８９８年 城端～高岡間、１９１２年 高岡～氷見間）旧

中越鉄道この歴史ある鉄道は、砺波市鷹栖の大矢四郎兵衛氏が開業し、今日に至っている

わけであります。そこには先人の皆様の知恵と努力のたまものであると考えます。これか

らも、地域の公共交通として産業や観光の発展を担う交通手段として存続しなければなり

ません。その為には砺波地方の皆様が利用し、また必要性を訴えていかなければなりませ

ん。その第１弾としてフォーラムを開催いたします。 

 

内容：第１部 基調講演「城端線『１００年の価値を生かす』」 

 講師  谷本 亙 氏 【財団法人地域振興研究所 常任理事・主任研究員】 

 

   第 2 部 パネルディスカッション『どうする 城端線！』 

コーディネーター  谷本  亙 氏 【財団法人地域振興研究所 常任理事・主任研究員】 

パネリスト     大島肇一 氏 【砺波商工会議所 会頭】 

パネリスト     川合声一 氏 【南砺市観光協会 会長】     

パネリスト        窪田育夫 氏 【ＮＰＯ法人 心泉いなみ 理事長】 

    パネリスト     山口正志 氏 【高岡商工会議所 広域連携推進常任委員会 委員長】 

  

 



 

基調講演：谷本 亙氏「城端線 100 年の価値を生かす」 

 城端線は昔は、伏木港から荷物を積み出す貨物輸送の幹線であった。城端から高岡、高

岡から氷見へ、つながった線路であった。これからの城端線を考える時、①伏木・氷見か

ら城端まで一体で考える②貨物線は CO2 対策として、自動車貨物から鉄道へシフトさせる

効果がある…JR 貨物と連動、引き込み線を増やす③「パーク・アンド・レイルライド」駅

に駐車場（駐輪場）を整備し、鉄道利用しやすくする④中間駅（新駅）を増やして、乗降

客の便宜を図る⑤通学線として高校生などの足の確保（本数を増やす）に努める⑥観光地

を PR、アニメ列車や歴史関連列車を通す、などが挙げられる。こういう観点から、城端線

につながる、氷見線・万葉線・旧加越線の復活も含め、新中越鉄道を整備することを提案

する。非電化の城端線だが、蓄電池で走る列車も将来考えられ、庄川の電力や各種小水力

発電を利用した蓄電池を利用できれば、電力は 0 円で賄えるはず。「どうする城端線」は、

石川・岐阜・長野・新潟の県境を越えた観点から、在来線や支線を含めて総合的に行動し

ていかねば、実現できない。 

 

パネルディスカッション「どうする、城端線」 

・「どう思う、城端線について」 

大島パネラー：無くなると都市機能が低下、商工業が沈滞する。 

山口パネラー：今まで高岡人は、新幹線の開業にばかり関心があって、城端線や氷見線に

は見向きもしなかった。しかし、これからは一緒にアクションを起こさねばと思う。 

窪田パネラー：加越線が昔無くなって、井波の町が寂れていった。鉄道がなくなると地図

から地名が消える。他の地方へ旅行すると、まずは駅を探す。バスがあればいいという人

もいるが、バスは、ボタンを押さないと止まらないし、停留所にいても、よそ見をしてい

ると行きすぎる場合もある。その点、鉄道は必ず時間通りに、停車する。 

川合パネラー：横浜から城端に 6 時間かけてきた人が、良かったという話から、都会の人

は、Nature,Culture,Nostalgia（自然・文化・郷愁）にあこがれる、この県西部はそれがあ

る。城端線はその背骨として必要。外国人旅行者にとっても、必要。 



谷本コーディネーター：それでは次に「どうする、城端線」として、新幹線が出来、枝線

として観光地へどう行くという観点から、各パネラーに伺います。川合さんから。 

川合パネラー：公共交通を考える時、①経済性、②生活者の動線、③旅の人の動線、の 3

つから考える必要がある。私は、白山の観光者、高山の観光者の 2 次交通・交通動線を城

端線と絡めて考える必要があると思う。そういう意味で、金沢‐井波線、井波―五箇山―

高山線を組み立てる必要性を感じる。高校生動線・旅人動線を密接にする新中越鉄道の考

えもこれに似ている。 

窪田パネラー：城端線は現在、ダイヤが判りにくい。北陸線と接続していない。JR と地元

の話し合いが無い？JR と加越能バスも連絡がうまくない。私は自分なりにダイヤをつない

でいる。いま、自分たちは、公共交通に乗るスタンプラリーを模索中。 

山口パネラー：高岡商工会議所でも、ようやくネットワークを呉西地区に広げた話し合い

の場を持とうという意見がでてきた。これから JR に働きかける手順として、まずは、氷見

線と城端線のドッキング、更には高山線で実験的に新駅をつくり、パークアンドライドで

乗降客をアップしたように、城端線でも駅を増やす、更に集中的に通学時間帯などはダイ

ヤを増やすなど要望したい。JR は新幹線ができても、城端線をしばらくはなくさないと思

う。しかし、赤字が続けば、会社として国に申請すればいつでも廃線できる権限を有す。 

大島パネラー：これは利用増に尽きる。ラッシュ時に増便すると利便性がアップし、乗客

は間違いなく増える。チューリップフェアの時期、四季彩館などの利用者に城端線を利用

したら割引される恩典なども考える必要あり。 

窪田パネラー：昨年 8 月 18 日に「城端線が地図から消える」という会合をした時に、高校

生から出された問題で、城端線がラッシュ時に、ワンマンカーで走らせる時、無人駅で必

ず運転席を通らないと乗り降りできない仕組みで、ちょうど高校に着くころには JR が遅れ

て、高校に遅刻してしまうというのがあったが、それでも、JR に交渉したら、ダイヤを改

正して、高校に間に合う時刻にしてくれたこともあった。JR に強い要望を出すことも必要？ 

谷本コーディネーター：では、これから、どうしていけばいいと思う？どう世の中を動か

す？フロアーからも意見をお願いします。 

山口パネラー：「ノーカーデー」を役所に設け、城端線を職員が利用する。会社通勤の人が

城端線を利用したら手当を出す、など、考える。 

フロアーから：駅周辺の駐車場が無料のところが有難いが、30 分で 300 円のところもある。

行政が便宜を図ってほしい。 

窪田：呉西地区公共交通を考える会で、前に城端線でスタートし、万葉線、伏木からフェ

リーで、岩瀬浜、ライトレール、セントラム、富山市内から高速バスで城端について、忘

年会をしたことがあるが、このような取り組みもいいのでは？ 

川合：前に 8 月 18 日に、高校生にどうすればいいなア城端線と聞いた時、ねつおくり七夕

の仮装大賞の参加者は、コスプレで「ハットリくん列車」に乗ってくるといいなどの意見

が出た。 



大島：サイクリング協会は、駅から貸自転車などを進める案も出している。 

川合：「どう動くか」と考える時、どう関係をもつか、例えば白川の人が高岡駅を利用でき

るようにと考える時、仲間の輪を広げ、ロータリアンとしては、高山 RC と仲良くし、交通

情報を提供する。城端線や氷見線の企画に、万葉線で以前した「ビール列車」「おでん列車」

などお座敷列車といわれるサロンカーを考えてみては…（現在、万葉線でも廃止されたが） 

窪田：城端線は電化されていないので、ディーゼル車両は予備がない、新車は 2 億もする

という。電化すれば、山手線の古い車両なども安く手に入る。城端線は時刻が分かりにく

い。福野駅なら、○時 5 分に出発というふうに、決まった時刻にその駅を通るダイヤが出

来ないものだろうか？ 

山口：ロータリーでもこの問題は、第 3 分区と第 4 分区合同で考えたい。城端線が新幹線

の新高岡駅に結び付くが大事である。呉西地区全体で、JR に働きかけたい。 

大島：砺波駅の駅舎内にコミュニティースペースを確保できる。そこで「マイレール運動」

を展開したい。 

【総評：谷本コーディネーター】城端線を考える時、①沿線住民で温度差がある…加越線

廃止で井波が深刻な状態になった、福光などは恵まれている、でも廃止されたら。②運営

者(JR)とどう話あっていくか：どう行動パターンをつくっていくか。③ダイヤや接続につい

て：遅い時刻に走っても沿線の人に快い配慮、時間帯を考慮。④バス路線だと不便だとい

う体験を味わってもらい、働きかけの参考にする。⑤駅近くでイベントが出来ないか(例え

ば畑を貸農園に)、乗らざるを得ない特典をつける、砺波始発の列車もあったらどうか。公

共交通については広域近隣連携が必要。 

 

懇親会・パーティー 

開会の挨拶(船藤南砺 RC 幹事)：皆さん、本日は「となみ野公共交通フォーラム」に参加頂

き有難うございました。お世話いただいた、砺波 RC の余西会長さんはじめ社会奉仕委員会

の皆様、ありがとうございました。城端線を残すためにこれからも連携して頑張っていき

ましょう。 

……………(省略)……………… 

 



閉会の挨拶(山本井波庄川 RC 会長)：皆様、フォーラムに引き続き、懇親会に参加下さり有

難うございました。準備段階で、「どうなる城端線」というタイトルでしたが、それをちら

りと見た家内が、「お父さん、どうなる城端線では、どうもならんわ。どうする城端線でな

いと、どうにかできんがではないが？」といわれ、なるほどと、砺波 RC 事務局に提案しま

した。「どうする城端線」で良かったですね、皆さん。うちの家内に感謝します。さて、城

端線・北陸線で昔福野から小杉まで通学していた現在大阪にいる次女に、城端線がなくな

るかもしれないと言ったら、「高校生たち、どうやってかようがけ」とびっくりしていまし

た。ほんとに交通弱者といわれる通学客を救うために城端線をなくさないように頑張りま

しょう。3 年ほど前に、娘の全中大会の応援に九州の人吉に行ったことがあります。そこに

は、今人気の SL「人吉号」が熊本から人吉まで走っていました。のんびり各駅に停車し、

マニアが写真を撮ります。中でも「一勝地駅」とうのがあり、「地に足をつけて勝を得る」

お守りが売っていました。それを知っているマニアはそこでゆっくりお守りを買いました。

こういう感じで城端線も、昔「幸福駅」から始まって縁起のいい駅名がもてはやせらまし

たが、「福野駅」や「福光駅」なども縁起のいい名前としてあげられました。その駅でなん

でもゆかりのものを扱えばいいのではと提案します。谷本先生が、新中越鉄道の提案をさ

れましたが、私も是非また井波に駅が出来、列車が走ってほしいと考えています。次年度

も、砺波 RC・南砺 RC・井波庄川 RC 共催で、このフォーラムを予定されています。最後

に、この地方で少しでも多くの方に、城端線を残そうという輪に加わってもらうよう、皆

さんと一緒に頑張っていきたいと思います。よろしくお願い申し上げ、閉会の挨拶としま

す。 

 

                                (報告者：山本武夫)    


